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(1)調査期間 2017 年 9 月から 11 月 




① 印象的であった看取りの場面について      ② ①のなかでの感情について  


















なお、当初の計画では 5 名の対象者のデータを統合する予定であったが、限られた時間の中で 5 人
のデータを扱うことで統合の信頼性や妥当性の確保が困難となることが予想された。そのため、まず















（1） 基本属性  
インタビューを施行した 5 名の訪問看護師の基本属性を表 1 に示す。 
 
表 1. 研究対象者の基本属性                         
  A さん B さん C さん D さん E さん 
性別 女性 女性 女性 女性 女性 
年齢 52 歳 49 歳 50 歳 49 歳 32 歳 
看護師の経験年数 25 年 25 年 29 年 29 年 7 年 
訪問看護師の経験年数 17 年 22 年 12 年 24 年 6 年 
役職（すべて訪問看護
ステーション勤務）  
代表 スタッフ 所長 管理者 スタッフ 
年間の看取り件数 ２～３名 1 名 ５～６名 1 名 5 名 
 
 (2）看取りに携わる訪問看護師 D さんの感情 
様式６ 





































































                                             
様式６ 
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